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本
校
で
は
、﹁
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
目
標
時
刻
に
就
寝
で
き
る
子
の
育
成
﹂

を
目
指
し
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
、
メ
デ
ィ

ア
に
関
わ
る
時
間
に
つ
い
て
の
取
組
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
課
題
を
、
二
月
十
七
日

の
第
二
回
学
校
保
健
委
員
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

　
取
組
の
結
果
、﹁
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
時
間
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂、﹁
意
欲
的
に
元
気

Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド
に
取
り
組
ん
だ
﹂
と
い
う
成
果
が

あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、﹁
就
寝
時
刻
の
遅
さ

が
目
立
つ
﹂﹁
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
時
間
を
減
ら

す
よ
う
に
生
活
の
リ
ズ
ム
を
変
え
る
の
は
難
し

い
﹂
と
い
う
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
と
し
て
豊
山
中
学
校
養
護
教
諭

の
吉
田
先
生
と
学
校
医
の
金
森
先
生
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
吉
田
先
生
に
は
、
﹁
中
学
生
の
生

活
習
慣
と
心
の
健
康
﹂
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
﹁
８
時
間
以
上
寝

て
い
る
と
、
疲
れ
が
残
り
に
く
い
こ
と
﹂
﹁
し

っ
か
り
と
寝
て
い
る
子
ほ
ど
心
が
健
康
で
あ
る

こ
と
﹂
の
二
点
が
デ
ー
タ
よ
り
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
金
森
先
生
に
は
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
働
き
と
と

も
に
、
﹁
睡
眠
不
足
の
た
め
、
自
律
神
経
が
乱

れ
て
い
る
児
童
が
多
い
﹂
と
い
う
現
状
に
つ
い

て
、
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
校
保
健
委
員
会
を
通
し
、
生
活
習

慣
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
る
必
要
性
を
強
く
再

確
認
し
ま
し
た
。

　
児
童
が
、
生
活
習
慣
を
﹁
見
直
し
、
改
善
し
、

継
続
す
る
﹂
と
い
う
３
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、

健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

家
庭
や
地
域
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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今
月
号
か
ら
、
新
企
画
と
し
て
﹁
史
料
か

ら
ひ
も
と
く
豊
山
﹂
を
掲
載
し
ま
す
。
郷
土

資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
を
通
し
て

豊
山
町
の
昔
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
郷
土
資
料
室
は
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

二
階
に
あ
り
ま
す
。
豊
山
町
を
支
え
て
き
た

農
業
、
養
蚕
、
竹
細
工
等
の
生
業
用
品
、
日
々

の
生
活
用
品
、
昔
の
文
書
や
本
な
ど
、
郷
土

ゆ
か
り
の
品
が
展
示
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
資
料
室
の
入
口
に
は
、
時
節
に

合
っ
た
郷
土
の
文
化
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
も
掲

示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
機
会
を
設
け
て

企
画
・
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
文
書
資

料
か
ら
﹁
明
治
三
十

九
年
度
歴
史
科
教
授

細
目
﹂
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
あ
る
教
師
の
授
業

記
録
で
、
北
部
高
等

小
学
校
四
年
生
の
学

習
内
容
が
﹁
建
武
の

中
興
﹂
に
始
ま
り
、

明
治
時
代
ま
で
四
十

週
に
わ
た
っ
て
記
し
て
あ
り
ま
す
。
当
時
、

明
治
に
つ
い
て
は
ま
だ
現
在
に
相
当
し
て
お

り
、﹁
明
治
二
十
七
・
八
年
戦
役
﹂
と
、
日
清

戦
争
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
に
は
、
歴
史
的
出
来
事
だ
け
で
な

く
、
戦
国
大
名
が
列
記
さ
れ
る
な
ど
、
多
く

の
人
物
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ん
で
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
北
部
高
等
小
学
校
は
、
明
治
二
十

年
設
立
の
﹁
西
春
日
井
郡
十
四
ケ
町
村
立
西

部
高
等
小
学
校
﹂
が
、
児
童
数
の
増
加
に
よ

り
東
部
・
西
部
・
北
部
の
三
校
に
分
割
さ
れ
、

当
時
の
六
ツ
師
村
に
同
二
十
五
年
十
月
に
設

立
さ
れ
、
同
四
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
廃

校
に
な
っ
た
学
校
で
す
。
豊
山
村
の
児
童
は
、

翌
二
十
六
日
、
豊
山
尋
常
小
学
校
に
高
等
科

が
併
設
さ
れ
た
、
豊
山
尋
常
高
等
小
学
校
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
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